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所蔵先 請求番号 詩歌数 序Ⅰ 序Ⅱ 跋Ⅰ 跋Ⅱ
A 私 120 有 有 有 有
B 水火天満宮 120 有 有 有 有
C 水火天満宮 120 有 有 有 有
D 大阪市立大学 （森）281/KAW 156 有 有 有 無
E 岐阜県図書館 281‐192 156 有 有 有 無
表I　『孝連人物考』版本一覧
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A 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
B 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
C 16 17 3 7 6 10 11 18 8 2 5 4 9 20 13 19 14 15 1 12
D 21 22 23 13 6 4 10 9 20 3 17 16 19 14 15 1 12 7 11 18 5 24 25 26 2 8
E 26 21 22 23 13 6 4 10 9 20 3 17 16 19 14 15 1 12 7 11 18 8 2 5 24 25
表II　「孝連人物考」丁順一覧
I I I I I I I I I I I I I 11111111111111 1 
教育史フォーラム 第 13号 
 






























































































































































































































教育史フォーラム 第 13号 
 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1.  孝者万物雖多其治一也 













教育史フォーラム 第 13号 
 
- 64 - 
 









4.  孝者五常之本、教道莫先於孝 









6.  教民親愛、莫善於孝 





















































































の釜と 白雪の 中から竹の 孝行の徳 













16.  孝者諸行之源 涼しさハ さま＼／なから 夏の月 
17.  道おほき 道の内にも 孝の道 この道行ん 道枝折
しをり
して 
18.  孝の字を 頼
たの
む心の 一筋に 万の神も 守りたまハん 
19.  昔明王以孝治天下、況於身家乎 
20.  淳朴ハ至孝の本 親＼／の 風にまかする 柳かな 
21.  孝釈を 花に寄添
よそへ
て 永き日や 聞たといわす 八重咄し 












24.  天地親祖の余孝ヲ無非業 薫る恩の 風や尊し 身に幾世 






















































































































36.  有がたや 天地の父母に 抱
いだ





る 神も仏も 聖人も 孝行にこそ 身を尽
つく
しけり 












































































の 親へ報恩 わすれずバ 忠孝もたち 子孫栄久 







































































































































59.  孝行の 道は末広
あふぎ












61.  真直に 天までとゞけ 孟宗
もうそう
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 神の如くに しらせハや その孝名を 行
こう
にとゝめて 





76.  聖廟孝宦、諸道教主、皆是以孝、開道為本 

























80.  天地の めぐミに咲る 花と世の ミちにまどはぬ 孝の一ト筋 
81.  父母在不遠遊 
82.  たらちねの 恵ミハふかく 降雪に おもひかさぬる 夜半の小衾 
83.  仁人信而孝、術朮実而行 







85.  あらそハぬ 風に柳の まことをハ 吹ハなびけよ 孝の一字に 




を 汲わけて 名を 橘
たちハな
の 井手の玉川 
87.  孝はみの かミと敬
うやま













ける まことをさとす 孝の一ト文字 
89.  四方
よ も
へ名を 流すうつハや 方円の ミづと素直
すなほ
に つかふ孝行 


























じなん 白雪の つもる高根も 孝に解
はれ
行 
93.  孝ぞとハ 思ふばかりの 名のミ成
な












95.  一孝立ハ万善従之 一筋の いとや空井の 几布  
96.  孝感入行ノ人連ハ現在ノ罪永消滅ト云  々
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しやんせ 行のお顔が 見たふごさんす 
99.  毎朝向水面拝父母影 
100.  孝行を かんじ入ます 厚氷 親の重荷も 解かゝる恩 


















































































































































じてハ 上の不の字を 取んとぞ思ふ 
115.  孝行の 心が直
すぐ






































事、八百有余歳、世ニ八百比丘尼ト謂伝シハ、養老孝子ノ妻女      
ナリ 
120.  内に隠るゝ行徳有バ、外に自ら孝名あり 














123.  賞罸ハ一人を明にして、万人の孝心に基付様に施すべし 
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の をしへの道が あれハこそ 行
ゆく
人多き 孝のつれなれ 
128.  孝養の 門の扉
とびら
を おし開き 入てぞ受ん おこなひの玉 
129.  君に忠 親に孝行 する人ハ 神も守りて 子孫栄ん 
130.  父母の 教の道に まかせつ  ゝ すなほに通る 孝の一筋 
131.  天が下 孝の一字を 守りなハ 行ふ道に わさハひはなし 
132.  以孝学礼、開活花一道、名緑洞三瓶御流、伝孝世也 
133.  孝順者高行也 言の葉も 尽せぬ徳や 孝の道 
134.  孝と聞
きけ



























の 孝と匂ひを 国々へ咲 
138.  孝と聞
きか
ハ 我一物を はなれツ  ヽ 天地まかせを 悟
さと
るなりけり 

















むなよ 流れにしつむ 川竹の 浮
うか
むも己が 孝に社あれ 
141.  一身に 一孝のたつ 行者こそ 信
まこと
の道に かない安全 
142.  乱身無大於姦、治身莫大於孝。 
143.  孝の字に 心が付ハ わさハひも 遁
のが
れて家内 和合するなり 




















































151.  大哉孝学ハ天下ノ大道、万代不朽ノ師ナリ 
152.  学べよや 孝ハ諸道の 要にて 動かぬ世々の 鏡成けり 
153.  寄孝人菊園 孝
すく
人に 見せばや菊の 夕日ばへ 
154.  誤
あやま
りて 心を孝に 新玉の 手を拾
ひろ
ひし 福ひの春 













姓 名 国 所 孝名 備考
1 鵜飼 重寛 美濃 佛生寺 双白
2 吉田 歌輔 美濃 芝北方 吉晴
3 吉田 佐右衛門 美濃 北方 吉政
4 下坂 柳平 近江 北下坂 源簡
5 横幕 久左衛門 美濃 芝北方 孝久
6 吉田 栄輔 美濃 大井 師軌
7 上嶋 清兵衛 京都 正純
8 上嶋 清七 京都 正次 息男
9 渡辺 八右衛門 美濃 加野 正綱
10 北野 源助 美濃 加野 矩為
11 宇野 幸治郎 京都 直美
12 大野 峯女 美濃 加野　 礼尾 知里妻
13 鵜飼 七良右衛門 美濃 芝北方 重房
14 宇野 織右衛門 美濃 北方 正房
15 豊吉 源右衛門 美濃 四日市 高行
16 山内 彦輔 美濃 芝北方 兔隆
17 江崎 丈右衛門 美濃 北方 直孝
18 松尾 源輔 美濃 芝北方 安尊
19 守屋 玄信 美濃 濃府 守義
20 後藤 善蔵 美濃 芥見 一夢
21 後藤 泰治 美濃 芥見 吉信 息男
22 辻 久孝 美濃 古橋 雨林
23 丹羽 正右衛門 美濃 岩田 以久
24 水野 伊達助 美濃 古橋 里松
25 足立 太治郎 美濃 小瀬 直僖
26 大西 藤兵衛 美濃 葛原百瀬 長秋
27 大西 藤左衛門 美濃 葛原百瀬 正吉 息男
28 松田 為蔵 美濃 白金 水清
29 深尾 菊蔵 美濃 岩村 其椽
30 中村 儀兵衛 美濃 千匹 利勝
31 堀口 作右衛門 美濃 上之保 貞央
32 山口 孫右衛門 美濃 白金 山慶
33 永田 岩吉 美濃 植野 銕石
34 大野 与作 美濃 長良 一松亭
35 下条 藤兵衛 美濃 千匹 経知
36 松尾 庄左衛門 美濃 見延 桃二
37 山田 禎輔 美濃 山田 宗福
38 駒田 岸女 伊勢 安濃津産 佐賀
39 後藤 孫三郎 美濃 白金 白鳥
40 河田 熊碩 美濃 城田寺 守躬
41 永田 彦作 美濃 上野 友次
42 永田 竹三郎 美濃 上野 正次 舎弟
43 堀 邦太郎 美濃 大洞 正恭
44 伏屋 長蔵 美濃 伏屋 清川
45 岩井 久松 美濃 大洞 重継
46 堀 利佐衛門 美濃 大洞 方正
47 亀山 久兵衛 美濃 小屋名 政信
48 岩井 吉太郎 美濃 大洞 置幾
49 市川 久右衛門 美濃 河渡駅 久胤
50 足立 友之丞 美濃 小瀬 兼吉
51 足立 銀 美濃 長良産 美音 妻女
52 小石 三柳 美濃 跡部 水燕
53 森 弥門治 美濃 牛敷 重慶
54 松田 嘉兵衛 美濃 白金 為名
55 足立 喜平治 美濃 小瀬 義記
55 足立 喜平治 美濃 小瀬 義記
56 林 伝右衛門 美濃 十八条 重善
57 足立 栄三郎 美濃 小瀬 義光
58 河田 別之進 美濃 城田寺 守妙
59 足立 林治郎 美濃 小瀬 良英
60 山田 惣右衛門 美濃 白金 高宗
61 大野 城三郎 美濃 溝口 野遊
62 神谷 姓女 美濃 山県 霊尾
63 長屋 重兵衛 美濃 洞戸松谷 金治
64 星野 双仁 東都 再善
65 高井 孝輔 美濃 小倉 一鷹
66 高橋 由兵衛 美濃 文殊 操
67 足立 健吾 美濃 小瀬 義武
68 吉田 勝太郎 美濃 稲口 美年
69 千草 新七 美濃 濃府 白玉
70 伏屋 勘兵衛 美濃 伏屋 秀福
71 中村 市郎兵衛 美濃 千疋 慶平
72 足立 金右衛門 美濃 小瀬 兼次
73 嶋戸 鐡治 美濃 大森 遊子
74 坂井 文右衛門 美濃 古一場 共重
75 高井 角治郎 美濃 小倉 花蝶
76 渡辺 響造 美濃 伊吹 遊斎
77 三輪 貞吉郎 美濃 山田 貞庸
78 高井 忠兵衛 美濃 小倉 兔友
79 国井 斎一 美濃 一日市場 知才
80 小川 源三郎 美濃 世保 輝月
81 亀山 政輔 美濃 小屋名 匡賀
82 森 保三郎 美濃 野白 尚員
83 水上 東璞 美濃 濃府 秀成
84 水上 東 伊勢 四日市産 日明 妻女
85 田中 長太郎 美濃 世保 余慶
86 西 源蔵 美濃 濃府 橘井館
87 片桐 半左衛門 美濃 白金 貴重
88 武藤 庄左衛門 美濃 世保 麒鳳
89 小川 吉五郎 美濃 世保 乙菊 舎弟
90 高田 多賀 美濃 濃府産 友尾 女
91 成瀬 理左衛門 美濃 長屋 正供
92 成瀬 恒之輔 美濃 長屋 正述 息男
93 河合 覚四郎 美濃 今川 俊親
94 篠田 五郎右衛門 美濃 側嶋 政道
95 町野 猶助 美濃 門屋 俚風 俳人
96 宮部 庄右衛門 美濃 野中 安尊
97 小澤 弥平治 美濃 古市場 鸝兆 俳人
98 玉田 寅之助 美濃 大洞 竹林
99 梅田 和祐 美濃 伊自良 延年
100 玉田 伝右衛門 美濃 大洞 得玉
101 玉田 冨治郎 美濃 大洞 玉継 息男
102 梅田 助太郎 美濃 平井 梅香
103 土屋 兵右衛門 美濃 十九条 秘章
104 山田 佐兵衛 美濃 白金 登道
105 高井 巳之助 美濃 小倉 和立
106 吉田 友十郎 美濃 十四条俳 完古
107 下条 啓作 美濃 千匹 重正
108 羽根田 万蔵 美濃 濃府 友勝
109 高井 硎吉 美濃 小倉 良二
110 高井 龍平 美濃 小倉 子篤 舎弟
111 安田 春野 美濃 山田 貞婦 婦人
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112 岩井 定治 美濃 大洞 吉春
113 伏屋 宅治郎 美濃 伏屋 重治
114 横山 孫三郎 美濃 鍛治産 親宗
115 足立 織衛 美濃 小瀬 矩林
116 棚橋 藤十郎 美濃 城田寺 守道
117 西村 国治郎 美濃 白金 道斎
118 中村 栄輔 美濃 千疋 判泰
119 関谷 郡蔵 美濃 本田 活庵
120 真野 小吉 美濃 関 盛重
121 山田 久左衛門 美濃 白金 房冨
122 高井 団四郎 美濃 四日市 厚徳
123 片桐 浅右衛門 美濃 保明 虎卯
124 土屋 甚右衛門 美濃 十九条 親民
125 水谷 儀右衛門 美濃 河渡駅 光義
126 広江 伊造 美濃 牛敷 武利
127 坂 熊助 美濃 芝北方 久延
128 坪内 清四郎 美濃 小梯 包道
129 清水 真右衛門 美濃 賀野 義知
130 大野 類治 美濃 賀野 知里
131 五井 計太郎 美濃 牧田 直行
132 吉田 佐輔 美濃 芝北方
玉圓斎
子鳳
133 久富 太吉 美濃 八井 文貞
134 堀口 孫作 美濃 上ノ保 包治
135 斎藤 平三郎 美濃 小梯 守孝
136 太熊 藤左衛門 美濃 上ノ保 守利
137 福田 伊呂久 美濃 真桑 重奥
138 亀山 次右衛門 美濃 小屋名 董有
139 北川 億助 美濃 前野 以止
140 小川 佐輔 美濃 芝北方 正昌
141 上野 助右衛門 美濃 藤倉 常義
142 神谷 建三 美濃 彦坂 定彜
143 松尾 半左衛門 美濃 見延 安奥
144 鷲見 延昌 美濃 下奈良 祐治
145 堀 市左衛門 美濃 大洞 正竹
146 堀 古文 美濃 大洞 千絲 妻女
147 堀 正之丞 美濃 大洞 正氏 息男
148 加藤 七右衛門 美濃 大洞 祐真
149 加藤 縫 美濃 大洞 女真 妻女
150 加藤 浅太郎 美濃 大洞 祐昌 息男
151 小森 寿平 美濃 佐賀 守永
152 守永 千代 美濃 鶉産 寿 妻女
153 遠山 新右衛門 美濃 濃府 三亀
154 棚橋 正造 美濃 伊自良 道甫
155 林 重平 美濃 十八条 義光
156 小塩 正左衛門 美濃 濃府 文雷
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19 長谷部八朗「叙文」長谷部八朗編『「講」研究の可能性』第 I編（慶友社、2013）11頁。 
20 「濃府」というのは、『角川日本地名大辞典』にも出ていないほど珍しい名称であるが、『美濃盛衰録』
（下巻、「井口旧譜」）には「岐阜ハ濃府ト云伝フ」との記述がある（『美濃盛衰録』岐阜県郷土資料研究
協議会、1983、291頁）。また、河瀬友山は「清水堂」と号した由来に関する記述はないが、前掲『当社
水火天満天神御鎮座濫觴』において、河瀬家の先祖である土師友人は「美濃国本巣郡多度出の麓、清水の
里の住人、土師金人の男」であったとあるので、おそらくそれに因んだのであろう。 
21 安政二年（1855）に刊行された『いろは歌孝行鏡』（一枚摺、私蔵）に「濃州郡上八幡御城下 孝聞中施
板」とあり、刊年不明な『大聴利徳の最上』（一枚摺、私蔵）に「尾州熱田宮駅 孝聞中施板」とある。 
 
【附記】 
本稿は 2015 年度グラフィック文化に関する学術研究助成「日本近世の「施印」に関する基礎研究―国
内・国外調査と事例研究」（公益財団法人DNP文化振興財団）と、2017年度科学研究費補助金「近世教
育メディア史における「無料」の価値―「施印」に着目して」（若手研究B、17K12981）による成果の
一部である。また、本稿の執筆にあたって、史料の閲覧と撮影を快くご許可くださった孝学家の方々に
お礼を申し上げます。 
